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Activities Daily Living: Instrumental ADL）が低下し、日常生活に支障を来すと考えられている。し
かし、初期認知症者の生活上の問題や看護介入方法は明らかにされていない。  
そこで、本研究では、研究 1 では初期認知症者の実行機能障害の特徴と、実行機能と Instrumental 
ADLと関連を明らかにし、第 2の研究では研究 1の結果を踏まえ、実行機能を高め、Instrumental ADL
の向上を促進できる看護介入プログラムを開発することが目的である。 
（対象と方法） 
研究 1は、精神科に外来通院もしくは入院中の、MMSE （Mini-Mental State Examination）が 21
点以上の認知症者または軽度認知症者 35名を対象にした。実行機能の評価にはBehavioral Assessment 
of the Dysexecutive Syndrome（BADS）の 6 下位検査と、20 項目による The Dysexecutive 
Questionnaure（DEX）の質問紙を、注意機能は TMT（Trail Making Test）、そして手段的日常生活動
作は Lowton＆Brodyの Instrumental ADL評価尺度用いた。それらのデータは統計的に処理し、性別
や年齢など対象の属性の違いによる BADS、DEX、TMT、Instrumental ADL得点と、BADS、DEX、





プあり、週 3回、計 6回実施する。ステップ１は日常生活の問題への気付きを高め、ステップ 2で課題




信」の程度について VAS（Visual Analog Scale）で評価し、看護介入前後の各項目得点はノンパラメト
リックな手法を用いて統計的に分析した。 
 (結果) 
研究 1の分析対象は BADSの全ての下位検査に回答した 32名（男性 7名、女性 25名）であり、平
均年齢は 75.0（SD=7.6）歳であり、アルツハイマー病が 18名、レビー小体型認知症 13名、軽度認知










者別に取り組んだ Instrumental ADL課題の項目得点に改善が認められたのは、服薬を課題とした 2名
であった。服薬管理と洗濯を課題とした 2名は介入後に介入前の得点は維持されていたが、買い物を課




















平成 27年 2月 2日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（看護科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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